
【取組内容②】 第2学年生活科「まちが大すき たんけんたい」 檜原村の小学校とのオンライン交流授業

興本扇学園 足立区立興本小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

２年生生活科の単元「まちが大すき たんけんたい」では、自分たちが住んでいる足立区の学校の周りの様子と東京
都檜原村の様子を紹介し合う活動を設定した。Googleスライドを活用して紹介スライドを作成するか、画用紙を活用し
て紹介カードを作成するか児童に選択できる環境を整えた。Googleスライドを共同編集することは初めてだったが、手
書きで文章を作成したり、スライドに合う写真を撮って活用したりすることができた。
また、地域の様子を紹介するだけの交流にならないよう、Google Meetを活用してオンラインで相手の表情を見ながら

やり取りをすることを大切にし、相手を意識しながら発表したり、質問したり、感想を伝えたりする活動ができた。

・オンライン交流学習を通して、他の地域と自分たちの町を比較
することで、それぞれの地域の良さに気付くことができた。
・実際の写真を見せ合うことで、それぞれの地域の特徴が明確に
なり、理解につながった。
・タブレットを活用して共同編集することにより、短時間で作業
ができた。
・Googleフォームの活用をして振り返りを共有することで、良い
考えを広げたり、事後の活動への意欲を高めたりすることにつな
がった。

・事前に機器の設定を確認したり、教師同士での
打ち合わせをしたりする準備が必要であった。
・スライドの作成のスキルに差があり、個に対応
した教師の細やかな指導が必要であった。
・手書きで文章を入力をする児童が多かったため、
時間がかかった。

成果
課題



【取組内容②】 第４学年国際コミュニケーション科「東京の魅力伝え隊」滋賀県の小学校とのオンライン交流授業

興本扇学園 足立区立興本小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

４年生国際コミュニケーション科「東京の魅力伝え隊」では、社会科で学習した内容を活用して、東京の特長や魅力につ
いてプレゼンテーションを行った。４年生で学習するそれぞれの都道府県の様子について、滋賀県湖南市の学校と交流する
ことで、お互いの共通点や違いに興味をもって聞き合うことができると考えた。４～５人のグループで共同編集しながら
Googleスライドによる発表資料を作成した。オンラインでGoogleスライドを画面共有しながらプレゼンをするのは初めてで
あった。また、事前に顔合わせ交流を行い、Formsを使って相手が知りたい内容を把握させることで、それに応えようと準
備する様子が見られた。事前リハーサルでは、お互いの発表を聞き、感想やアドバイスを入力するFormsを使ったり、発表
の様子を動画で記録して確認したりすることで、より伝わりやすい発表を目指すことができた。交流当日は、発表内容につ
いての質疑応答に加え、お互いの学校や地域の様子の情報交換も行うことができた。

・事前に相手と交流をし、質問したいことのアンケートを取るこ
とで、相手のことをより意識した準備ができた。
・小グループ同士で、同時に交流させることで、児童一人一人の
活動量が確保され、主体的に取り組ませることができた。
・リハーサルでの感想・アドバイスをFormsで文字として残し、
記録動画と見比べることで、自分のプレゼンの姿を客観的に捉え、
改善することができた。
・事前・事後ともに相手と質問や感想をやり取りすることで、有
用感や達成感を感じさせることができた。

・相手校と綿密な事前の打ち合わせや準備が必要で
ある。
・自治体ごとのタブレット端末が異なることにより、
画面が共有ができないなどトラブルがあった。
・児童に使わせたアプリケーションの数と種類が多
すぎるため、児童の負担となった。
・つながる相手の定着のために手立てが必要である。

成果

課題



【取組内容①】 GoogleフォームやGoogleスプレッドシートを活用した児童の振り返りと学級・学年での共有

興本扇学園 足立区立興本小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

児童・生徒の授業の振り返りに、Googleフォームと
Googleスプレッドシートを活用しています。Googleスプ
レッドシートで集計した振り返り結果は、教員と児童・生
徒で共有します。共有することで、児童・生徒は、他の児
童・生徒の意見に触れ、自分の意見が深まります。また、
教員は、授業の改善に役立てることができます。

・スプレッドシートを使って振り返りを共有することで、一度に
全員の意見を見ることができ、様々な視点に触れることができた。
・提出・未提出の管理がしやすくなった。
・即時評価、即時交流のため、児童の日々の学びがより深くなっ
た。

・ローマ字入力が身に付くまでは、入力に時間が
かかる。また、手書きより、入力する内容が少な
くなってしまう場合がある。

成果 課題

班ごとに発表を行う際には、Googleフォームで「声の大
きさ」「資料のわかりやすさ」「内容の充実度」などの項
目別に即時評価を行います。評価結果は、班ごとに共有し、
フィードバックを行います。フィードバックを行うことで、
児童・生徒は、客観的な評価を知ることができます。また、
発表の質の向上につながりました。



【取組内容●】 ○○○

興本扇学園 足立区立興本小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

【取組内容①】 Googleフォームを活用した係活動

児童が係活動を行う際にも、Googleフォームを活用しています。たとえば、遊び係が「やりたい遊びを募集する」「ぬり絵
係がリクエストを受け付ける」、児童同士の交流を促すために活用されています。

・児童同士の交流が深まった。
・児童が紙に書いたものを印刷する手間
が省けるようになった。

成果



【取組内容③】 Google Classroomを用いた連絡配信及びAIドリルを活用した放課後補充教室

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

本校では、児童・生徒への時間割等の連絡に「Google Classroom」を活用している。翌日の時間割、宿題、持ち物、
連絡等を、児童・生徒が個々の端末からいつでも確認することができる環境にした。また、予定黒板に書いてあること
を連絡帳に書くことがなくなったことで、時間の有効活用につながった。
つぎに、放課後補充教室や日常の課題、長期休業中の課題としてAIドリルを活用している。放課後補充教室では、教

師が事前に作成したワークブックに取り組み、課題を終えた児童から苦手としている教科、力を伸ばしたい教科などを
自ら選択し、個別最適な学びの学習を進めることができた。

・児童がいつでも連絡を確認することができ、忘れ物を減らし
たり、見通しをもって生活したりすることにつながった。
・連絡帳ではできなかった急な予定の変更や追記を、簡単に行
うことができた。
・苦手な単元の復習を自宅ですすめることができ、翌日の授業
に自信をもって臨むことができた。
・学習の習熟度がデータで分かり、児童一人一人への個別指導
を効果的に行うことができた。

・タブレットを学校に忘れる、充電をし忘れる
などの理由で連絡が確認できないことがあった。
・AIドリルでは、回答を正しく読み取れなかっ
たり、正確性が欠けている文字でも正解になっ
たりすることがあった。

成果
課題

興本扇学園 足立区立興本小学校
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